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WAVE EXTRA

緊急レポートm

ン・マイクロシステムズ（以下サン）。今回

のCESではシスコシステムズ（以下シスコ）、

GTEとともに、高速なネットワークにつなが

った家庭で提供されるサービスがどのような

ものかを「Connected Family」というキー

ワードのもとに提案し、「.com Home」パビ

リオンでその具体像を公開した。

入口で最初に目にとまるのがシスコの「イ

ンターネットホームゲートウェイ20001」。家

電をインターネットに接続するための仕様

「OSGi」に対応したサンの「Java Embedded

Server」とともに、家庭のネットワークとイ

ンターネットとの橋渡しをする。玄関にはJini

とオラクルの「Portal-to-Go」を使ったセキュ

リティーシステムが組み込まれている2。デモ

ではWAP対応の携帯電話「ノキア7100」

でドアベルを鳴らすと、部屋の中のモニター

システムが起動した。キッチンにはWhirlpool

製のネットワーク冷蔵庫がある。専用のバー

コードリーダー3で食品を登録しておけば、外

からでも在庫チェックができる。携帯電話で

遠隔操作できるコーヒーメーカー4や、故障の

警告をインターネットでメーカーに送信する

皿洗い機5も注目を集めた。

数ある展示のなかで3社のコンセプトをも

っとも具体的に表現していたのが「GTE

Connected Familyサービス6」だろう。家族

間のメッセージング、ホームセキュリティー、

電子メール、eコマース、リモートアクセスな

ど、家庭に必要なすべての機能がこの1台に

詰め込まれている。GTEの提供するネットワ

キーワードは「e-Home」

2000 International CES
出そろった「インターネット家電」の可能性と課題
PCの展示会よりも数倍エキサイティング
になる。そんな予感がした今年のCES。実
際に、1月6日からの4日間は興奮の連
続だった。携帯電話でインターネットがあ
たりまえになったいま、家電の展示会
CESがすごいことにならないわけがない。
「ホーム」というキーワードのもと発表さ
れた数々のインターネット家電を、一挙に
紹介しよう。 本誌編集長　倉園佳三

Photo : Nabeshima Akiko (People Photoshop)

サン、シスコ、GTEがホームに結集

家電など、さまざまな機器をネットワーク

経由で制御する技術「Jini」を生み出したサ
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ークサービスをサンとシスコの技術が進化さ

せる。この3 社の提携がいかに強力かを十分

に印象づける展示だった。

家そのものを展示した3Com

ホームネットワーク機器に力を入れる

3Comは会場の外に「家」そのものを展示し

た。送迎バスで約15分、閑静な住宅街に

「3Com Connected House7」がある。1階

はケーブルモデム8、2階はADSLモデム9がそ

れぞれゲートウェイとなっている。各部屋は

電話線を使ったHomePNA10で結ばれ、家族

間でビデオ会議もできる。

マイクロソフトの展示テーマはずばり

「Microsoft Home」。UPnP（ユニバーサル

プラグアンドプレイ）に対応した電子レンジ

や冷蔵庫を専用端末から遠隔操作するデモを

披露した11-12。また、電子書籍を読みやすく

整形する「Microsoft Reader」の専用端末

「eBook13」も公開された。

インテルは「家庭にリッチな体験を」をテー

マに14家電型PCを提案した。Pentium Ⅲの

専用サイト「WebOutfitter」を楽しむための

家具調PC15や、家族間のメッセージングとイ

ンターネット機能を持つ「Web Appliance16」、

斬新なデザインの「Connected Home PC17」

などがインテルの考える家電の姿というわけ

だ。PCの能力を持った家電を作るのではな

く、家電のように気楽に使えるPCを生み出

す方向に向かっているようだ。そのほか、音

声で操作できるVisteon18とクラリオン19製の

Car PCや、ホームゲートウェイの「Resi-

dential Gateway20」がそれぞれ発表された。

メモリーカードが情報家電をつなぐ

家庭に家電を中心としたLANが構築され

るようになると、次は身のまわりの機器をネ

ットワーク化する「PAN」（パーソナルエリア

ネットワーク）の世界が待っている。

Bluetoothなどのワイヤレス技術によって、

ポケットの携帯電話とカバンの中のデジカメ

がネットワークで結ばれるようになる。そのと

き、小さな「メモリーカード」が異なるネッ

トワーク同士や、異なる機器同士を結ぶ媒体

として重要な役割を果たし始めるだろう。す

でに、PCでインターネットからダウンロード

した音楽ファイルを携帯プレイヤーに移動す

るのにメモリーカードが使われている。今年

のCESにおけるもう1つの重要なキーワード

は「メモリーカード」だ。そして、この分野

ではVHS対ベータの再現とも言われるデファ

クトスタンダードをめぐる争いがすでに始まっ

ている。「メモリースティック対SDメモリー

カード」、勝つのはどちらだ？
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ソニーのメディア家電戦略

CES最大のパビリオンとなったソニーのブ

ースでまず目を引いたのが携帯音楽プレイヤ

ーだ。すでに発売中のMSウォークマンに、

「ネットワークウォークマン」と「ミュージッ

ククリップ」の新機種20が加わった。

しかし、ここで注目したいのはメモリース

ティックのコンセプト製品群のほうだ。さま

ざまなメディアがメモリースティックを媒体に

異なる機器間で交換されるソニーの「メディ

アアプライアンス戦略」。ドッグステーション

付き携帯電話 22、ミュージックサーバー23、

GPS付きPDA24、MD/CD/DVD/MSプレイ

ヤー25、メモリースティックGPSを差し込め

る地図ビューアー26などが勢ぞろいした。な

かでもすごいのが、メモリースティック自体

にデジカメやGPS、テレビなどの機能を持た

せた製品群27だ。特定の機能を持ったメモリ

ースティック型の機器が、さらに別の機器に

差し込まれることで、できることが何十倍に

も膨らむ。そんな世界が待っていると思うだ

けでワクワクしてしまう（以下、携帯電話28、

メモリーペン29、デジカメ30-32、マルチメモリー

スティックプレイヤー33、スキャナー34）。

SD軍団の強力な追い上げ

「メモリースティックがベータなら、SDメ

モリーカードはVHS」。CESのコンファレン

スで松下、東芝、サンディスクの3社は早々

と勝利宣言した。同時に約70社の参加が決

ま っ た 「 Secure Digital Association」

（SDA）の創設を発表し、SD陣営の足場も

しっかりと固めた。さらに、SDメモリーカー

ドのロードマップを見せ、「2002年には記憶

容量が1Gバイトを超える」と予言している。
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コンセプト製品の展示でもソニーに負けて

はいない。プレス限定で密かに展示された東

芝のブースでは、超小型PC35-36、カメラ付き

携帯電話と音楽プレイヤー37、電子書籍ビュ

ーアー38、Bluetooth対応の携帯電話39、液

晶付リモコン40、携帯型と時計型のコンテン

ツビューアー41、Bluetooth対応のセパレー

ト型携帯電話43などを一挙に披露した。そし

て、SDの小さなカードにもボイスレコーダー

や携帯電話などの機能が埋め込まれる42。

パナソニックも負けてはいない。SD対応の

電子レンジ44、SD Let's Note45、そして動画

も再生できるカーオーディオ46と、しっかりと

した製品を提案してきた。

2年後に1Gバイトの容量を持ち、単独でも

あらゆる機能を備えるメモリーカード。ソニ

ー製品とSD製品、あなたはどちらを買う？

最後の課題はブロードバンド

これまで見てきたように、インターネット

家電と呼ばれる製品のコンセプトも、それを

支える技術も出そろい始めた。あとは、ユー

ザー側に「ぜひ買いたい」というニーズがあ

ればメーカー側はこぞって安価な製品を発売

するだろう。最後の課題、それは広帯域のイ

ンフラ「ブロードバンド」が家庭に入ってく

るかどうかだ。あるカンファレンスでブロード

バンドの定義について質問されたインテルの

マネージャーは「現時点では1.5Mbps以上

だと思う」と答えた。日本を振り返ってみよ

う。現在、OCNの1.5Mbpsが月額35万

円。メールとウェブを超えたインターネット

家電の世界がすぐそこまで来ている今こそ、

世界標準のブロードバンドを日本の家庭に引

くことを本気で考えなくてはならない。あら

ためてそう実感した今年のCESだった。
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